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関東学院大学の内部質保証方針 

 

１．基本的な考え方 

 本学の内部質保証に関し、その基本的な考え方を以下のとおり定める。 

１ 本学の理念・目的の実現及び社会的使命の達成に向け、学長のリーダーシップのもと、

教育、研究、社会貢献、その他諸活動に関する方針及び計画を明確に定め、確実に実施

する。さらに、体系的に点検・評価を実施し、その結果に基づく改善・向上のサイクル

（ＰＤＣＡサイクル）を適切に機能させる。 

２ 内部質保証の要として、３つの方針（学位授与方針、教育課程の編成・実施方針、入学

者受け入れ方針）を明示するとともに、これを起点とする教育課程に関するＰＤＣＡサ

イクルを構築し、その実質化を全学的に推進する。 

３ 自己点検・評価を内部質保証の基本とし、すべての組織及び教職員が自覚と責任を持っ

てこれを実施する。 

４ 自己点検・評価は、公益財団法人大学基準協会が定める大学基準及び点検・評価項目に

準拠して毎年度実施する。 

５ 自己点検・評価及び認証評価の結果を踏まえ、教育研究活動等について不断の見直しを

行い、その水準の向上を図る。 

６ 学外有識者等で構成される大学評価委員会から意見を得ることで、客観性・公平性が担

保された点検・評価を実施する。 

７ 自己点検・評価の結果を公表し、社会に対する説明責任を果たす。 

 

２．組織体制 

本学の内部質保証を推進するため、学長による意思決定及びそれに基づく執行体制に沿

って、以下のとおり体系的にＰＤＣＡサイクルの組織体制を整備する。なお、これを可視化

した「内部質保証推進体制（イメージ）」を別に定める。 

１ 学長のもと、副学長、学部長、研究科委員長、事務局長を構成員とする全学的な会議体

の連携により、全学内部質保証推進組織を整備する。 

２ 全学内部質保証推進組織は、学長の意思決定に関わる大学評議会、学部長会議、大学院

研究科委員長会議のもと、大学自己点検・評価委員会を全学内部質保証統括組織として

設置するとともに、教学マネジメント委員会及び入学者選抜委員会を全学内部質保証

関連組織として位置づける。 

３－１ 大学自己点検・評価委員会は、教育、研究、社会貢献、その他諸活動に関するＰＤ

ＣＡサイクルが適切に機能するよう全学的に統括（管理・運営・支援）し、内部質

保証を推進する役割を担う。 

３－２ 教学マネジメント委員会は、学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針を管理す

るとともに、これを起点とする教育課程に関するＰＤＣＡサイクルの実質化を全

学的に推進する役割を担う。 

３－３ 入学者選抜委員会は、入学者受け入れ方針の設定を全学的に管理するとともに、こ



 

2 

 

れに基づく入学者選抜に関するＰＤＣＡサイクルの実質化を全学的に推進する役

割を担う。 

４ 全学内部質保証推進組織のもと、各学部・研究科、総合研究推進機構、図書館、センタ

ー等において、自己点検・評価及びその結果に基づく改善・向上を担う委員会を設置し、

体系的に内部質保証推進体制を整備する。さらに、事務組織との適切な連携・連動を図

り、教職協働による内部質保証推進体制を整備する。 

５ 内部質保証の有効性を担保するため、学長の諮問機関として大学評価委員会を設置し、

自己点検・評価結果の客観性及び妥当性に関する評価等を行う。 

 

３．ＰＤＣＡサイクル及び教学マネジメント 

本学の内部質保証を実質化するため、以下のとおりＰＤＣＡサイクルを体系的・重層的に

構築し、学長のリーダーシップによる教学マネジメントを図る。なお、３つの方針及び教育

課程に関して、教育の成果や有効性は長期的な視点で効果を測るものであり、教学マネジメ

ントにおいては特に重要となる。そのため、「（１）教育、研究、社会貢献、その他諸活動に

関するＰＤＣＡサイクル」で示す、単年度ごとの事業計画による目標管理よりも長期的な視

点で管理することが望ましいことから、別に「（２）教育課程に関するＰＤＣＡサイクル」

を定める。また、これらを可視化した「教育、研究、社会貢献、その他諸活動に関するＰＤ

ＣＡサイクル及び教学マネジメント（イメージ）」「教育課程に関するＰＤＣＡサイクル及び

教学マネジメント（イメージ）」を別に定める。 

 

（１）教育、研究、社会貢献、その他諸活動に関するＰＤＣＡサイクル及び教学マネジメン

ト 

教育、研究、社会貢献、その他諸活動に関し、当年度事業計画による目標管理に、年度ご

とに実施する自己点検・評価制度を連動させたＰＤＣＡサイクルを構築するとともに、教学

マネジメントを適切に機能させ、内部質保証の実質化を推進する。 

１ 本学の理念・目的の実現に向け、大学の中期計画や学長方針に基づき、各学部・研究科、

総合研究推進機構、図書館、センター等は、教育、研究、社会貢献、その他諸活動に関

して年度ごとに事業計画を策定し、その内容を学長に報告する。学長は、大学自己点検・

評価委員会において、これらの事業計画を審議し、重点事業を定め、全学的に目標管理

を行う。（Ｐ） 

２ 各学部・研究科、総合研究推進機構、図書館、センター等は、事業計画に基づき、教育、

研究、社会貢献、その他諸活動を実施し、その進捗状況を定期的に学長に報告する。学

長は、大学自己点検・評価委員会及び重点事業推進ワーキング・グループにおいて、定

期的に事業計画全体の進捗管理を行い、全学的に目標達成を推進する。（Ｄ） 

３ 大学自己点検・評価委員会のもと、各学部・研究科、総合研究推進機構、図書館、セン

ター等は、年度ごとに自己点検・評価を実施し、その結果を学長に報告する。学長のも

と、自己点検・評価報告書作成ワーキング・グループにおいて、各学部・研究科、総合

研究推進機構、図書館、センター等の自己点検・評価結果を全学的観点から総括し、当
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年度の『自己点検・評価報告書』を作成するとともに、次年度に向けた重点課題等を設

定し、学長に報告する。学長は、大学自己点検・評価委員会において、これらの自己点

検・評価の結果を審議し、その結果に基づく改善・向上を指示する。（Ｃ→Ａ） 

４ 学長の指示を受け、各学部・研究科、総合研究推進機構、図書館、センター等は、改善・

向上の取組み（事業計画等）を検討し、その結果を学長に報告する。学長は、大学自己

点検・評価委員会において、これら改善・向上の取組み（事業計画等）を審議し、全学

的に確実な実施を推進する。（Ａ→Ｐ） 

 

（２）教育課程に関するＰＤＣＡサイクル及び教学マネジメント 

 内部質保証の要として、３つの方針を起点とする教育課程に関するＰＤＣＡサイクルを

構築するとともに、教学マネジメントを適切に機能させ、内部質保証の実質化を推進する。 

１ 本学の理念・目的の実現に向け、各学部・研究科等は、３つの方針を設定し、学長に報

告する。学長は、教学マネジメント委員会において、各学部・研究科等の学位授与方針

及び教育課程の編成・実施方針を審議し、その設定に関し全学的に管理を行う。なお、

入学者受け入れ方針の設定に関しては、入学者選抜委員会との連動を図る。（Ｐ） 

２ 各学部・研究科等は、３つの方針を起点とする教育課程を編成・実施する。学長は、教

学マネジメント委員会を通じ、教育課程の編成及び教育内容を検討するための年度ス

ケジュールの管理や、新たな教育方法の開発支援、情報提供を行い、全学的に学部・研

究科等の取組みを推進する。（Ｄ） 

３ 各学部・研究科等は、自己点検・評価を実施することに加え、さまざまな指標を設定し、

学習成果の把握や評価に努める。学長は、教学マネジメント委員会を通じ、学習成果の

把握や評価に関する調査やアンケート等の実施を全学的に推進する。また、その結果を

各学部・研究科等にフィードバックすることに加え、学習成果を把握や評価するための

新たなツールや指標の開発支援、情報提供等を行い、全学的に学部・研究科等の取組み

を支援する。（Ｃ） 

４ 各学部・研究科等は、自己点検・評価等の結果に基づき、教育課程及び３つの方針の適

切性や改善・向上の必要性を検討し、その結果を学長に報告する。学長は、教学マネジ

メント委員会において、各学部・研究科等における教育課程を審議し、その改編等を全

学的に管理する。また、３つの方針に関し、教学マネジメント委員会と入学者選抜委員

会が連動を図り、その改正等を全学的に管理する。（Ｃ→Ａ→Ｐ） 

 

（３）教員個人の教育・研究等活動に関するＰＤＣＡサイクル 

教員は、教育・研究等活動に関する自己点検・評価や授業改善アンケート等を定期的に実

施し、その結果をもとに、教育・研究等活動の改善・向上を図る。学長は、大学自己点検・

評価委員会や教学マネジメント委員会において、教員の教育・研究等活動の点検・評価及び

改善・向上を全学的に推進する。 

 

以 上  


